
紙芝居の演じ方で悩んでいた人、
こんな読み方でいいの？と疑問を持
っていた人、楽しく、わかりやすく
学びましょう！参加無料。
と　き １０月１７日（水）・２４日

（水）・３１日（水）の３日間
１０：００～１２：００基礎編（必須）
１３：３０～１５：３０応用編（自由参加）

ところ 【１０月１７日・３１日】中央図書館２階視聴覚室
【１０月２４日】韮山時代劇場映像ホール

講　師 上原佐惠子氏（しずおか紙
芝居研究会主宰）

定　員 ２０人
対　象 紙芝居・読み聞かせに関

心のある人（基礎編３回に
参加できる人）

申込み ９月８日（土）～９月２３日
（日）に中央図書館カウンターまた
は電話でお申し込みください。

旧上野家住宅で、旧暦８月１５日に合わせ、十
五夜の観月会を行います。いろりを囲んで昔を
語り合う会も行います。参加無料、申し込みは
不要です。ふるってご参加ください。
と　き ９月２５日（火）＊雨天中止
ところ 蛭ケ島公園内『旧上野家住宅』（市歴史民俗資料館）＊駐車場あり
内　容 ■１６：００ごろ～　いろりで青松葉を燃やし、燻ぶらせます。屋根

全体から煙が浸み出してくる光景は感動ものです。
■日没後、各自で観月会。天体望遠鏡による月面観測も予定。

■１８：００ごろ～２１：００ごろ 『いろりを囲ん
で昔を語る会』＊飲み物やおつまみをご持
参いただけると、話がはずみます。
なお、１０月２３日（火）には、十三夜の観月会
も同様に行います。
問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

19 ２００７．９．１いずのくに 18２００７．９．１いずのくに

今月の

新着本

｢カオスの娘｣

島田雅彦／集英社

精霊
せいれい

のささやきを聴く
少年「ナルコ」と破滅に
憑
つ

かれた謎の美少女
「カオスの娘」が夢に出会うとき、希
望と絶望のロンドが響き渡る。著者
新境地のスピリチュアル・ミステリ
ー。 【中央図書館所蔵】

「挑発者」

東直己／角川春樹事務所

現代のエスパーを自称
する男。華やかなクラ
ブ・キャストたちの闇

の顔。偽りの貌
かお

と心を手に入れた者
は、一体何を求めるのか？私立探
偵・畝原

うねはら

シリーズの長篇ハード・ボ
イルド。 【長岡図書館所蔵】

人気芸者小美代は幼なじみの浩と
結婚し、終戦直後に新婚生活をは
じめるが…。涙を笑顔に取り替え
て今日も子連れで東奔西走！戦争
も貧乏も乗り越えた。しかして愛
の行方はいかに！？

【韮山・長岡図書館所蔵】

「小美代
こ み よ

姐
ねえ

さん愛縁奇縁」
群ようこ／集英社

｢故郷の親が老いたと

き　４６の遠距離介護

ストーリー｣

太田差惠子

中央法規出版

とおるさん（４５）仕事を辞めて単身赴
任介護。いくこさん（４０代）介護より
バイトを優先。離れて暮らす親が気
になる人、必読。【中央図書館所蔵】

｢廃帝
はいてい

綺譚
きた ん

｣

宇月原晴明

中央公論新社

承久の挙兵むなしく
隠岐
お き

で余生を送る後鳥
羽院に、神秘の珠が届けられる。廃
され追われ流された帝王たちをめぐ
る連作短篇集。「安徳天皇漂海記」に
連なる四つの物語。【中央図書館所蔵】

｢魔女の宅急便　その

５　魔法のとまり木｣

角野栄子／福音館書店

キキのそばには、相変
わらず黒猫ジジがいる。

新しい出会いと懐かしい顔。長かっ
たとんぼさんとの関係もやっと動き
始める。２０歳になったキキのまんま
るな旅立ち。【中央・韮山図書館所蔵】

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

休館日　９月３日（月）･１０日（月）
１７日（月）･１８日（火）
２４日（月）･２５日（火）
２８日（金）

【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

休館日　９月３日（月）･１０日（月）
１７日（月）･１８日（火）
２４日（月）･２５日（火）
２８日（金）

【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

休館日　９月５日（水）･１２日（水）
１７日（月）･１９日（水）
２４日（月）～３０日（日）

問合せ

り
ま
す
が
、
仕
切
り
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ひ
ろ
ま
に
は
囲
炉
裏

が
あ
り
、
煮
物
や
暖
を
と
る
だ
け

で
は
な
く
、
家
族
団
ら
ん
の
場
で

し
た
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
立
ち
上

っ
た
煙
は
、
茅
屋
根
や
木
材
に
浸

み
込
ん
で
、
腐
食
防
止
や
長
持
ち

さ
せ
る
働
き
も
し
て
い
ま
し
た
。

囲
炉
裏
の
周
り
は
家
族
の
座
る
場

所
が
は
っ
き
り
決
ま
っ
て
い
て
、

と
と
座
、
客
座
、
か
か
座
な
ど
の

名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

土
間
と
ひ
ろ
ま
の
境
に
あ
る
大

き
な
柱
を
大
黒
柱

だ
い
こ
く
ば
し
ら
、
ひ
ろ
ま
と
ざ

し
き
・
な
ん
ど
の
境
に
あ
る
柱
を

小
黒
柱

し
ょ
う
こ
く
ば
し
らと
い
い
、
い
ず
れ
も
棟

ま
で
伸
び
て
屋
根
を
支
え
て
い
ま

す
。
こ
の
形
式
は
平
屋
建
で
は
珍

し
く
、
江
川
邸
の
主
屋
と
同
じ
古

い
形
式
で
す
。
ま
た
、
束
柱
な
ど

の
間
隔
が
一
定
で
は
な
い
こ
と
も

韮
山
図
書
館

七
日
間
お
休
み
し
ま
す

九
月
二
十
四
日（
月
）か
ら

三
十
日（
日
）ま
で
、
特
別
整

理
期
間
と
し
て
休
館
し
ま

す
。
期
間
中
は
、
韮
山
図
書

館
の
本
・
雑
誌
は
貸
し
出
し

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
中
央
・
長
岡
図
書
館
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

指定名称 県指定文化財（建造物）
旧
きゅう

上野
うえ の

家
け

住宅
じゅうたく

指定年月日 昭和５２年１２月２０日
所在地 四日町字蛭ヶ島１２‐２

（蛭ヶ島公園内）
所有者 伊豆の国市
年代 江戸時代中期
構造 木造茅

かや

葺
ぶ

き、平屋、平入り寄棟造
見学料 無料
開館時刻　９：００
閉館時刻　～１７：００（７～８月）

～１６：００（４～６月、９～１０月）
～１５：００（１１～３月）

休館日 毎週月曜日（祝日を除く）、祝日の
翌日、年末年始

古
い
建
物
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。
建
物
は
、
く
さ
び
と

藁
縄
わ
ら
な
わ

だ
け
で
と
め
て
あ
り
、
釘
は

使
っ
て
い
ま
せ
ん
。

教
育
委
員
会
で
は
、
内
部
に
民

具
や
農
具
の
一
部
を
展
示
し
て
、

市
歴
史
民
俗
資
料
館
と
し
て
い
ま

す
。

県指定文化財紹介２

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その29

旧
上
野
家
住
宅
は
、
土
手
和
田

の
上
野
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
建
物

で
、
江
戸
時
代
中
ご
ろ
の
田
方
平

野
の
農
家
の
様
式
を
残
し
て
い
ま

す
。正

面
入
り
口
は
西
を
向
い
て
い

て
、
東
側
は
背
戸
せ

ど

（
裏
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
背
戸
に
は
小
さ
な
池

や
、外
便
所
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

内
部
に
入
る
と
、
建
物
面
積
の

四
〇
％
を
占
め
る
土
間
ど

ま

が
あ
り
ま

す
。
こ
の
土
間
は
、
雨
の
時
や
夜

な
べ
仕
事
を
す
る
た
め
の
作
業
の

場
で
あ
っ
た
り
、
炊
事
の
場
で
も

あ
る
た
め
、
広
い
面
積
が
必
要
で

し
た
。

右
側
に
は
、板
敷
い
た
じ

き
の
ひ
ろ
ま
、

ざ
し
き
、
な
ん
ど
の
三
室
が
連
な

昨年の十三夜薫蒸のようす（写真：伊豆日日新聞社提供）

昨年の十五夜観月会のようす
（写真：伊豆日日新聞社提供）

運
行
内
容

市
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
伊
豆

箱
根
鉄
道
韮
山
駅
、
長
岡
体
育

館
を
そ
れ
ぞ
れ
三
十
分
間
隔
で

発
車
し
ま
す
。
係
員
の
案
内
に

従
っ
て
乗
車
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
経
路
途
中
で
の
乗

車
・
下
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ

社
会
教
育
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

今
秋
開
催
す
る
市
民
文
化
祭
で

は
、
展
示
会
場
と
な
る
長
岡
体
育

館
と
韮
山
駅
と
を
往
復
す
る
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

初
め
て
一
堂
に
会
す
る
市
民
の

力
作
を
、
ご
家
族
・
仲
間
同
士
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

運
行
日
時

十
月
十
三
日（
土
）・
十
四
日（
日
）

九
時
〜
十
六
時


